
 

  

 

こんにちは、ふれディア通信編集部です。 秋も深まって、街もしっとりとした装いをまとっているようです。 

家や屋内で過ごすことの増える季節ですが、本に囲まれてゆったりとお気に入りの本をめくるひとときもいいも

のですよね。 本に囲まれる場所と言えば図書館もそのひとつですが、最近は“図書館離れ”を食い止めようと

さまざまな工夫をこらしているようです。 図書館で借りたり読んだりした本の記録を印字する“読書通帳”は、

聞いたことはありますか？ 簡単に言ってみれば、銀行通帳の図書館版のようなものでしょうか。 専用の機械

に入れると、本のタイトルや著者名など自分だけの読書記録ができあがります。 通帳がいっぱいになり、２冊

３冊と増えていくのもうれしいものですね。 小中学生など子どもを対象に無料配布している自治体が多いよう

ですが、通帳のデザインが人気で大人も欲しがる人が多いとか。 また、図書館の固いイメージを払拭するため、

雰囲気もずいぶんと柔らかくなってきているようです。 おしゃれなカフェや美術館が併設されていたり、テラ

スや庭に本を持ちだして自然の中で読むことができたりと、ただ本を借りたり調べ物をする場所ではなく、本と

ともにゆったり過ごす空間としての魅力も増しています。 そして、建物そのものが魅力的な図書館も増えてい

て、訪れるだけでもいい気分転換になりそうです。 いつも同じような本に手を伸ばしてしまう方は、図書館の

司書におすすめの本を聞き、違う分野に目を向けてみるのも良いかもしれませんね。 最後に、愛知県内のある

図書館でのできごとをひとつご紹介します。 ——とある６歳の男の子が、「魔法が使えるようになりたい」と、

司書に聞いてきたそうです。 司書の女性は魔女や妖精の本などを一緒に探し、男の子は２冊の本を借りていき

ました。 後日、本を返しにきた男の子は、本を見ながら家でほうきをつくったこと、練習して２メートルくら

い飛べるようになったことを恥ずかしそうに話してくれました。 司書の方は自分の息子さんからも同じような

質問をされたことがあって、なんとかしてあげたいなあと思いながら対応されたそうです。 なんだか心が温か

くなるエピソードですよね。 皆さんも、時には図書館での時間を楽しんでみてはいかがでしょうか？   
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